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△ 轡 特 許 と 新 案

日立製作所では所有している全部の特許･実用新案を全て

有償開放しております｡

このリストには,日立製作所所有の特許･実用新案で,日

立製作所が実際に使用したものの中から,選んで掲載いたし

ました｡

なお,照会･実施のご希望のございます場合は右記までご

連絡原貢います｡

■ 巻上機

▽

あ

間ノ会･先:国内関係･日立製作所特許部特許営業グループ

海外関係･日立製作所国際事業部欧米部

電 話

住 所

(03)270-2111(大代表)

〒100東京都千代田区大手町2-6-2(日本ビル)

登録番号 公告番号 名 称 登録者号 公告番号 名 称

特251766 33-10604 プレートクラッチ 特 260538 34-9902 プレートクラッチ

特 252239 34-259 バンドブレーキ 実 939219 46-1305 制動制御装置

■ コンペヤ

登薄暮号 公告番号 名 称 葦寂番号 公告番号 名 称

特412411 38-6009 コンベヤベルトのまくれ防止装置 実 789923 40-22194 ベルトフィーダ

■ パレットローダ

登録番号 公告番号 名 称 登錦番号 公告番号 名 称

特 541690 42-21695 パレットローダ 特 620613 46-9011 パレットローダ

実 821237 41-16683 ローラコンベヤの荷卸し装置

■ 歯車および変速機

登録番号 公告番号 名 称 登録者号 公告番号 名 称

特 577573 45-198 精度に鈍感な円弧歯車の創成法 持 413409 38-10468 流体変速機の改良

持 600323 45-23887 円孤‾が捕≠歯車の製作法 実782367 40-11285 遊星歯車装置

特297225

特297226

特247371

36-22398

36-22399

33-6022

南面にふくらみをもたせる平体†卓 実 793903 40-22814

42-6820

太陽歯車支持装置

およぴはすば歯車の歯切法 実 837602 フレキンカプリ ング

直前かさ前車の対面にふ〈らみを 実 961045 46-25718 車両用変速機

もたせる南切法 実 907593 45-1774 遊星歯車装置

流体式自動変速装置における制御 実 924259 45-20098 減速歯車装置

装置 実 827532 41-23767 遊星歯車装置

■ ポ ン プ

登録者号 公告番号 名 称 登録書号 公告番号 名 称

特 541688 43-18282 ポンプ起動方法 実918945 45-12673 庄油槽への給油装置

特 546515 43-28841 ポンプ材料の摩耗試験装置 実 939262 46-3281 排水ポンプ草

特 564818 44-17345 渦巻ポンプの吸込さ充路 実 953150 46-19091 吸込槽

特620576 46-9771 排水設備における吐出弁操作装置 実842485 42-12694 水中モーターボン70

実 719821 38-2918 ネジのゆるみ止め装置 実829680 42-62 竪軸水中ポンプ軸′安楽置

実783870 40-4926 液化カ､､ス用うず巻ポンプ 実 864271 40-33684 軸封装置

実843791 42-17232 ポリユートポンプ 実765650 39-6203 逆転防止ネジ継手

実 876315 43-31496 渦巻ポンプ 実729661 38-16913 のぞき穴せん兼潤滑環おさえ
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リニアモータ式貨車加減速装置

日立製作所はこのほど,日本国有鉄

道塩i兵ヤード(神奈川県川崎市塩浜)に

i号車の仕分け作業の自動化のために,

日本国有鉄道と共同開発したリニアモ

LH⊥

モ謂
サよ

図l リニアモータ式貨車加減速装置

】タ式指事加減速装置(L｡)15セット

を納人し,本年9月より営業運転に入

つている｡

L4を使用し,貨車ヤードを自動化す

る方式は,世界で初めてであり,内外

の鉄道関係二行から非常な注目を浴びて

いる(図1)｡

1.主な特長

従来の自動化方式に比較Lて,

(1)加減速による連続制御のため,仕

分け線変動,風及び雪などによる影響

がなく,精度の`高い自動化ができる｡

表l リニアモータ式貨車加減速装置イ土様

(2)L｡に内蔵するプログラムで,仕分

け線のローカルな自動運転ができるた

め,簡易で,且つ精度の高い自利化が

できる｡

(3)機器の取付け,取外しが簡単であ

るため,自動化工事による一号申輸送の

障害が少ない｡

などの特長をもっている｡)

2.主な仕様

L｡C7)主な仕様は表1に示すとおりで

ある｡

(日立聾望作デ叶 機一i一に第二巾柴本部)

項 目 イ土 様

重 量 2.700kg

寸 ;去 長さ19′450×高さ204×幅880(mm)

電 三原 AC400V,3≠.50Hz

リ ニ ア モ ー

タ(一三欠側) 推力 650kg,電〉充340A,同期速度25km/11

リアクションプレート(二次側) Aり要さ3mmX幅Z30mm＋Fe厚さ16mmX幅230mmの複合プレート

ブ レ ー キ カ 逆相ブレーキ620kg,空気ブレーキl′200kg

貨 車 転 送 速 度 13～15km/h

貨 車 突 放 速 度 5km/h

FHD50シリーズ ミニディスク

本装置は,発売されてから既に1年

以上を経過し,イ氏価格のランダム アク

セス装置として多くの実績をあげてい

る｡主に在庫管理機,超′ト形コンピュ

ータ,プロセス コンピュータ及び各秤

計測システムなどの補助記憶装置とし

て使用されているが,特に即応件の要

求される在樺管理機に最も多く使われ

ている｡事故発生率は極めて低く､安

定した装置として信糎を得ている(図

1)｡

1.主な特長

(1)高速アクセスが可能である｡

図I FHD50シリーズ ミニディスク

表I FHD50シリーズ ミニディスク仕様

項 目 形 名 FHD50-04 FHD50-08 FHD50-16 FHD50-32 FHD50-64

総 記 憶 容 量 0.2Mビット【0.4Mビット 0,8Mビット I.6Mビット 3.2Mビット

記 憶 密 度

lトラック当たりの記憶容量

l′800BPl(MAX)

50′080ビット/トラック

転 送 速 度 2.5Mビット/秒(50/60Hz)

平 均 ア ク セ ス 時 間 10rns(50/60Hz)

情 報 用 ト ラ ッ ク 数 4 8 I6 32 64

情報用 予備ト ラ ック数 4 4 4

タイミング用トラック数(予備) l(2)

外 形 寸 ;去 幅 413×奥行413×高さ170(mm)

重 量 18kg

デ ィ ス ク 回 転 速 度 3′000rpm±5%

電 源 条 件
電動機用電i原:ACIOOV±10%,50/60±lHz,単相

周辺回路用電三原ニ ＋24V士5%,＋5V±5%,-5V七5%

イ吏 件

周囲温度

相対i五度

振 動

衝 撃

動作時0～500c,非動作時一10～700c

30～90%(結露Lないこと)

0.5G以内

非動作時5G以内

(2)0.2～3.2Mビットの範囲で答量拡

張性をもち,しかもインタフェースが

同一である｡

(3)50/60Hzの周波数変換は,ベルト

とプーリの交換で容易に行なえる｡

(4)一偏平な形状で,横置き,縦置き共

に可能なので,取り付けが容易である｡

(5)使いやすいインタフェースをもつ｡

2.主な仕様

主な仕様は表1に示すとおりである｡

(日立製作所 コンピュータ第一一事業部)
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日立ゼーマン水銀分析計

従来.魚介､ヘドロ,毛髪などに含

まれる水銀量を測定する場†ナ,分析時

間が良し､ことや専f】L川勺な分析テクニッ

クか必要なことなどから,多数の測定

要求を処理することが困難であった｡

---･方,食品衛生,環ゴ尭請十測,一矧司検診

などの各分野からは,能群よく水銀量

を測:ぉできる装芯の開発が強く亡謹まれ

ていた｡これにJ芯ずるため日上製作I叶

では,きわめて無印寺間に精†空よく水銀品

を測定できる 501形日_､∴ゼーマン水鉄

分析計を完成した(図1)｡たとえば､仲

介や毛髪を従来法で測定する場でナ1什

につき2乱川り柑性を要L,1日の測:右

可能試料数は20郎†後であったが,本装

置では1作3分以内で測定できるので,

1日に120以_l二の謹式料測完三が可能である｡

本業‾F引ま,耳滋オJと特殊水銀ランプを

組みfナわせたゼーマン光i原部,測三右王物

を燃焼させ水銀を原子化すろ岳i比炉お

よぴイ言号を′受け煙の宗き響を補jtLて止

しい水銀量を表示する検知郎から成り,

図2は本分析計の椛j豊を示すものであ

る｡

1.主な特長

(1)測定時間が短く,準備時【i与jを含め

ても1件3分も要しない｡

(2)熟練を必要とせず,だれにでも操

作できる｡

(3)数ミリグラムの少量試料で測定で

きる｡

(4)0.5ngの微量水銀を検出できる｡

(5)理想的な測定方式の才采梢により高

精性である｡

(L卜､ヒニ製作所 計測器事業部)
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図2 501形

日立ゼーマン

水銀分析計構

造図

日立701形システム光度計

ル【ナン検本尊用二波長光度計Ll寸二

701形システム光度計は,日立雪望作所が

独自に開発した凹t由グレーティ ングを

初めて使用し,測完三試料の∴つの波壬主

における吸光度差によって濃度をi別記

する装置で,臨J未検二在用として血i‾か中

のコレステロールや酵素などの分析に,

また動物の毒性試験など大量検体の比

色測定に威力を発揮し,分析技術の面

で大幅な省力化を可能とした(図1)｡

表l 日立701形システム光度計仕様

1.主な特長

(1)試験管のまま直接測定可能で,従

来のフロⅥセル方式に比べ,前試料の

汚染三が全くなく,高相性,強酸･強ア

ルカリなどの発色液もi則定できる｡

(2)試験管のきず･汚れ･水滴が,二

波長測光方式の才采梢によりほとんど影

響しない｡また,同‾方式により,血1古

中の妨害物質(濁り,i容血など)の影

響も少なくなっている｡

項 目 イ土 様

三度 長 柑7皮長固定(4I5～850rlm)

比色方式

試験管直接比色,二波長測光方式

最少)夜量2m/

表 示

濃度直読ディジタル4けた,小数点,

サンプルNo.3けた

処王里能力 最高 750検体/時

102

巌

(3)100検体をわずか8分で測定し,L

かもi農度や単位で自動的にプリントア

ウトし,従来の光度計の数台分に木‖当

する処理能力をもつ｡

(4)波長は,ノッチにより簡単,且つ

正確に合わせられ,また自動ゼロfナわ

せ(税調怒)などを採用し,操作の簡

略化を凶っている｡

2.主な仕様

主な仕様は表1に示すとおりである｡

(【=卜在製作所 計測与程事業部)

≡ ==

図l 日立

了Ol形システ

ム光度計
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808形日立2光来複分光光度計

808形日立2光東榎分光光度計は,

従来の装掛こない椎々の特徴をイJ‾する

分光光性計である｡特に従来装置との

大‾きな恥量は,試料某を完全槻放形と

したことで,測定Ll-一に試料を反応させ

るなど､従来の装置で閃雉な応和測定

が,本装置によって‾叶能となった(図

1)｡

1.主な特長

(1)試料宅を開放したままの状態で測

定できるため､測定中に試料を直接見

ることはもちろん,試料を撹拝Lたり,

f法度を加えたr)することが簡単にでき

る｡

(2)190～850nmの波長域を全日動で

一一乞くに記録できる｡また,高精度のリ

ピート スキャン機能を内蔵Lているの

で,J丈応過札与の追跡などの時間的変化

の測完三に適している｡

(3)椀めて迷光の少ない,グレーティ

ングープリズムの持分光ブナ式を採用し

たため,検量線は高濃度まで良い直線

作をホす｡

(4)ゼロサブレッションが行なえるので,

高濃度試料の精密測定が可能である｡

(5)仝彼氏域を一一定のバンド パスで測

定できる｡また,バンド パスは0.1～

4nmの間で什一法に設定できる｡

2.主な仕様

上な仕様は,表1に示すとおりであ

る｡

3.用 途

(1)一般的な吸光分析の高精度化

(2)試料三ミでの摘走測定

(3)酵素反応などの温度コントロ【′レ

を必要とするi別荘

(4)可視,紫外の両域にわたって【吸収

をもつ試料の測定

(5)ピーカ【などの大形試料セルを用

いるi則定

(6)加水分解など,時間とともに反応

の進む変化のスペクトル測完三

(7)高濃度ii朋言†一の精密測定

(R_＼上製附‾叶 計測器ホ業部)

図= 808形日立2光束複分光光度計

表1808形日立2光来複分光光度計仕様

項 目 仕 様

光 )原 WランプとD2ランプ

グレーティングープリズム

2光来複分光方式

分 光 器

検 知 器

7則光値表示

)皮長範囲

迷 光

光電子増倍管(R446)

ABS O‾2,ABS O-3,)農度,

%T.ENERGY

190--850rlm

220n111で0.001%以内

日立M-52形ガスクロマトグラフ質量分析計

日立M-52形ガスクロマトグラフ質量

分析計は,ルーチン又は研究分野で要

求される高感度,広い質量範囲をもつ

本格的GC-MSシステムとしてデザイ

ンされた装置である｡

二の装置は,薬学･有機化苧関係の

広い分野,薬物代謝･公害などの研究

に対L二最適のものである｡

1.主な特長

主な特長は次のとおりである｡

(1)高感度,10ngで,良いスペクトル

図】日立M-5Z形ガスクロマトグラフ質量分析計

が得られるt,

(2)吸着や接触分解のない高性能GC【

MSインターフェ【スを採用Lている｡

(3)拉高3,000(10%谷)の高分解能

である｡

(4)床面栢をとらず(1.8m2),コンパ

クトなデザインとなっている｡

(5)デスクタイプで,全操作は座った

ままで行なえる(簡単な操作,容易な

保守)｡

(6)直線昇温プログラマを内蔵したガ

スクロマトグラフである｡

(7)日立製カラムとパーキンエルマー

製カラム(Mode1990用)が接続でき

る｡

(8)次のような豊富な付属装置を装備

Lている(高速マスマーカ,バッチ形

導入装置,仝ガラス製加熱導入装置,

化学イオン化装置,多幸イオン検出器

及びデータ処理装置など)｡

2.主な仕様

上な仕様は,表1に示すとおりであ

る｡

(日_1工製作所 計測器事業部)

表l 日立M-52形ガスクロマトグラフ質量分析計仕様

ガスクロマトグラフ部 マススペクトル部

方

単式カラム,単流岸各方式

カラム恒温槽 室温へ一350□c

墓: M/eト500,川0･･･500

式

:∈ヨ

芸j(3段切換)
十------

分

度

範

固l

角牢

能

3′000(10%谷)

10‾”g(GC試量〉主人壷)

試 料)主 入 部 室温～4000c

インターフェース

オーフ■ン

室温～350Dc
感

度
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日立エンジン発電機+

最近,携帯可能な小形発電機は,業

務用及びレジャー用として,無電i原地

域に丘ごく使用されつつある｡これら市

場の要求にこたえて開発された日立エ

ンジン発丁削幾EG150A及びEG200A

は,図1に示す外観どおり,し､ずれも

4サイクル ガソリン エンジンに搭載

され,商用周波電子原100Vを収り出せ

るものである｡

1.主な仕様

表1に本シリーズの主仕様を示す｡

2.主な特長

(1)軽量,且つ高出力である｡携′許性

を二号1古し軽量である｡ことにう電圧i洞幣

ファ式を半や休プ了∫℃としたことにより発

′l註機,う屯庄朋り.きさ器は軽量化されている｡

一一方､一正何の120%の高出力が取り出
せる｡

(2)侮れた了三に圧安三右性を有する｡あら

ゆる負荷変動に対しても電圧変動率は

3%以内と秘めて安完三している｡

(3)4サイクル エンジンを搭載｡エン

ジンは耐久性抜群,イ氏馬重吉の4サイク

ル エンジンで,燃費.も1.2g/hと経済的

である｡

(4)操作が簡単である｡エンジン始動

はりコイル スタータを引くだけで,電

乞毛苫;;品のi粥生別まいっさい不安で商朋周

波乍に源が取り出せるr〕

(5)j驚帯性に富み,シャープなデザイ

ンを採用｡単による搬送,作業場での

柁動に適合した堅ろうな怖造となって

いる｡

([1上製作戸斤 日朝車機器一事美都)

表l 日立エンジン発電機EGシリーズイ士様

● ●

匡11 日立エンジン発電機EG200A

項 ‾百‾‾‾‾‾--------一腰式 EG150A EG200A

形 式

エ
ン

ジ

ン

発

電

磯

排 気 量

定 格 出 力

燃料タンク容量

空冷4サイクル ガソリン

182 cc

3.3PS′/3.300rpm

4.5J

始 動 方 式 リコ

i交流定格出力

｢‾頂‾示電 圧

.力
享

:電 圧 変 動 率

!電圧調整方式 サイ

寸
一
重

法
一
畳

エンジン

イル スタータ式

.5kW/55Hz
100V

l.0

3%

リスタ位相制御式

635×370×480(mm)

49kg

｢‾

空ノ令4サイクル カナソリン エンジン

252 cc

4.8PS/′3′300｢pm

5.5J

リコイル スタータ式

2.OkW/ノ55Hz

サイリ

100V

l.0

3%

スタ位相制御式

730×426×535(mm)

60kg

日立ブランチマチック Aシリーズ

高層集合住宅用プレハブ分岐付ケーブル

一帖近の八千イこ旭からF妃線∴1二+土の省力
化が安子空されているが､7パーートやマ

ンションなどの災f汁巨宅では終ぃへの

給′.一にを行なうため,幹線から多くの分

帖収山Lを必安とし,配線工+叫+多く

のコニ数を1せす賀凶になっている｡日立

ブランチマナ･ソク ケーブルは,これら

の砧プJ幹絨=二あらかじめう一州立を枇り付

けて州荷するプレハブ分l岐付幹線のこ

とで,これによって人帖な省力化,工

期のう短縮化が可能となる｡

1.主な構造

図1はプレハブ分l岐什幹線の外観を

ホすものである｡幹線は経折件の高い

アルミニウムう媒体を標準とし,分岐線

は機器への接続作業性を考慮し,鋼導

体を仙川Lている｡圭た幹線は仰げや

すく,`屯流J容量の大きいトリプレック

ス形(単心3本より)を採用している｡

なお,用途によっては銅幹線のプレハ

ブも可能である｡分【岐部構造は,図2

に示すとおりである｡
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2.主な特長

(1)_呪場施工が簡

単である｡.呪場で

は幹線つり上げ後,

機器への継ぎ込み

のみとなり､施+二

は椀めて簡単であ

る｡

(2)工期が大幅に

無硝石できる｡大幅

な省力化により,

コニ期を如縮できる〔)

(3)信秋作が岳し､｡

品質管群のゆき届

いた+エゴ易で分岐作

業を行なうので,

件能が安定し仁子相

性が高い｡

(4)経済的である｡

＼㌔独く:′:､;;乙汐

図l プレハブ

分岐幹線

D¢ 】 一_

(最大外接円)

/1

分岐線

弓キ＼＼

〔〕

幹線 トーーA

分岐線 接続

スリープ
ビニルモールド(又はテープ巻き絶縁)

J

l l

l

l

標 準 寸 法

形 番
サイズ(mm2) 各部の概略寸法

幹 線 分岐線 A B J D

_j7

325 325～22 230 80 640 110

S6 250 250～22 220 55 810 100

S5 200 200～22 200 〝 550 90

S4 150 150～5.5 180 〝 490 //

S3 125～100 125-5.5 140 50 370 80

S2 80-60 80～5.5 120 // 310 70

Sl 38-22 38～5.5 100 // 250 //

図2 分･岐部構造及び寸法

トータル コ ストで､

は従来の金属管配線に比べ約75%で済

む｡ (日立電線株式会社)




